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１．研究計画の概要 
(1)栽培漁業種の寄生虫相の解明：わが国周辺
海域において栽培漁業の対象となっている
魚類（マダイ，クロダイ，メバル類，スズキ
等）の寄生虫相を明らかにする。 
 

(2)栽培漁業種の生態解明：寄生虫相あるいは
特定の寄生虫を生物指標に用いて，栽培漁業
種の系群識別や食性，生息域の特徴などを明
らかにする。 
 

２．研究の進捗状況 
(1)栽培漁業種の寄生虫相の解明：西日本周辺
海域における栽培漁礁種の寄生虫相を明ら
かにするために，瀬戸内海を中心とした各地
からマダイ，クロダイ，メバル類，スズキ等
を入手し，それらの外部寄生虫・内部寄生虫
を採取して，分類学的検討を行った。その結
果，マダイで２９種の外部・内部寄生虫，ク
ロダイとメバル類でそれぞれ４種と６種の
外部寄生虫を確認できた。特にマダイでは，
頭部側線器官からこれまでに報告のない寄
生性カイアシ類を発見した。クロダイでも類
似のカイアシ類の寄生を確認し，タイ類の頭
部側線器官はそれら寄生虫の好適な寄生部
位であることが明らかになった。またスズキ
やクロダイでヒル類の寄生を認め，両者は新
宿主として記録された。近年３種に識別され
たメバル類では，寄生虫の出現状況が種によ
って異なることが分かった。特にカイアシ類
などの外部寄生虫はシロメバルとクロメバ
ルに多く，アカメバルにはほとんど寄生しな
いことが明らかになった。 
 

(2)栽培漁業種の生態解明：瀬戸内海の６水域

からマダイ１歳魚を採集し，それらの寄生虫
相を調べ比較することにより，マダイの系群
識別を試みた。その結果，マダイは比較的狭
い海域で小さな地方群を形成し，各海域で独
自の摂餌生態を有することが示唆された。こ
れは，東部海域と西部海域で大きな２系群を
形成するとの従来説とは異なるものであっ
た。また，カイアシ類の寄生が少ないアカメ
バルと多いクロメバルでは，同一水域に分布
していても，より詳細な生息域が異なるため
に，寄生虫の感染状況に差が生ずると推測さ
れた。このほか，魚類に外部寄生する汽水産
ヒル類が淡水域に見出される理由として，魚
類の遡上行動が深く関与していることが明
らかになった。 
 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 

 (理由) 
 栽培漁業種は水産的に重要な種であるため，
これまでにも寄生虫に関する知見が少なか
らずあった。しかし，本研究によって，未記
載種を含む多くの寄生虫を新たに見出すこ
とができ，寄生虫相の解明に大きな進展があ
った。また，寄生虫相の分析による瀬戸内海
産マダイの系群構造に関する研究では，従来
の説とは異なった新知見が得られ，寄生虫の
生物標識としての有用性が明らかになった。
さらに，従来研究されることがほとんどなか
った魚類寄生性ヒル類の生態解明に大きな
進展がみられた。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 本研究では，海産栽培漁業種としてタイ類
やメバル類を主に取り上げた。しかし，重要
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な栽培漁業種は他にも多くの種がある。それ
らの寄生虫相に関する研究は不十分であり，
今後さらなる研究が必要である。また，生物
標識として寄生虫を用いる研究手法は十分
に確立しているとは言えない。研究事例を増
やして，問題点を整理しつつ，手法を確立す
ることが重要である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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